
平成２８ফ২ 

第１回 ఞবড়೨৳૫ઈੈ৮ভ৮੧ 
                     日 時  平成２８ফ６月 27 日（月） 

                          午後６時３０分 

 場 所  ക交উছ२ よろーな 

      会議室２ 
 

 
会 議 次 第 

  

１．開 会 

 ２．委嘱状交付 

 ３．শँいऔつ 

 会শ৭．ڰ 

 ５．会শँいऔつ 

６．議事録署名委員の指名について 

 ７．報告案件 

   （１）平成２7 ফ২ৠの概要について 

   （２）国保の都道府県化 

 

８．その他   

 ９．閉 会 



（１）　平成27年度 国民健康保険特別会計の決算概要 単位：千円

①国ড়健೨保険ઘ 611,678 ①総務費 63,475
②国ಛ支出স 712,761 ②保険給付費 2,274,441
⋉ു給付費ಉઐ付স 151,157 ⋉ৈೡ支ରসಉ 349,976
⋊ৈೡઐ付স 958,428 ⋊ৈೡವ付সಉ 233
⋋支出স 172,978 ⋋ഠয保健ು出স 16
⋌ુ事業ઐ付স 765,894 ⋌ஂ૧ವ付স 126,811
⑦財産収入 21 ⑦ુ事業ು出স 764,698
⑧入স 274,791 ⑧保健事業費 29,290
⋏௭স 59,842 ⋏য়স 21
⑩諸収入 16,505 ⑩公債費 549
⋑৴合ভ支出স 105 ⋑諸支出স 42,033

⑫予備費 0
歳入合計 3,724,160 歳出合計 3,651,543

歳入歳出差引残額 72,617
ফ২௭সと੦স入ী、
য়সをऎ単ফ২ৰସ収支

-20,476

歳  出歳  入

①国民健康保

険税 16.4%

②国庫支出金

19.1％

⑥共同事業交

付金 20.6%

⑦財産収入 ⑧繰入金

⑨繰越金

⑩諸収入

⑪

連

合

会

支

出

金

歳入歳入歳入歳入

【歳入】
国ড়健೨保険ઘの収入は
16.4%程であり、歳入のほと
॒नは国、ਨਲऊैのઐ付19.1

③療養給付費

等交付金 5.7%

④前期高齢者

交付金

25.7%

⑤道支出金

4.6%

①総務費

②保険給付費

62.3%

③後期高齢者

支援金等

9.6%
④前期

高齢者

納付金

等

⑤老人

保健拠

出金

⑥介護納

付金
⑦共同事業拠

出金 20.9%

⑧保健事業費

⑨積立金

⑩公債費
⑪諸支出

金
歳出歳出歳出歳出

॒नは国、ਨਲऊैのઐ付
সृ支出সなनでまऊなॎो
ています。

【歳出】
保険給付費ୢق費كの額が
歳出の6割以上を占めていま
す。ਸ入のৈೡ৲ृୢの
ৈ২৲がなਉです。

平成27ফ২のৠ状況
੦স33,230千円を取り崩したこともあり、収支は72,617千円のహ字となりました。
しऊし、この額ऊैফ২ऊैの௭সと੦সの額なनをऎ単ফৰସ収支は20,476千円の
赤字となっており、国保財政は依然として厳しい状況が続いています。

１



 

 
平成 27 ফ২ৠ算ध੦সの状ய 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
੦সの状ய                                     

 

 

 

 

 

੦স 
平成 23 ফ২ 226,993

平成 24 ফ২ 186,875

平成 25 ফ২ 89,009
平成 26 ফ২ 89,033

平成 27 ফ২ 89,050

平成 28 ফ২ 55,840

単ফ২ઽ支は؞  72,617 千円भహஊ、ऒऒऊら
                              

                             
                     

   ੦সभଋ額が 20,000 千円では、
                       
 
 

平成 27 ফ২ৠपेる繰௭সقಖكを੦সपा、平成
ながら平成 29 ফ২भౣ成をষう。
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内 訳 

 ਹ 取崩額 
226,993 68 △40,186

186,875 46 △97,912

89,009 24 0
89,033 17 0

89,050 21 △33,230

55,840  

千円भహஊ、ऒऒऊら平成 27 ফ২のୢાの精算分
                               

約 20,000 千円
  未定   

                           
                        

平成 28 ফ২प 35,820 千
円を繰入れているため、現状
20,020 千円の残 

千円では、平成 29 ফ২の算॑ੌिऒधऋदऌऩः؛
          ※Ｈ28 ফ২ౣ成でु੦সऊら

ফ২ৠपेる繰௭সقಖكを੦সपा、平成 28 ফ২भৠ૾யを౷ऽइ
ফ২भౣ成をষう。 

２ 

                                      

ফ২ଜଋৈ 

40,186 186,875 

97,912 89,009 

0 89,033 
0 89,050 

33,230 55,840 

  

単位：千円 

精算分を支払う。 

千円(ಹୢા) 
 كୢાق   

ফ২の算॑ੌिऒधऋदऌऩः؛ 
ফ২ౣ成でु੦সऊら 35,820 千円繰入 

ফ২भৠ૾யを౷ऽइ 



単位：千円

款

国民健康保険税 640,116 654,673 617,649 611,678

国庫支出金 683,564 734,193 766,119 712,761

療養給付費等交付金 274,843 213,093 193,559 151,157

前期高齢者交付金 880,531 956,005 957,439 958,428

道支出金 162,494 180,211 173,007 172,978

共同事業交付金 355,595 369,685 423,066 765,894

財産収入 46 24 17 21

繰入金 297,763 201,691 208,286 274,791

繰越金 81,149 104,942 118,830 59,842

諸収入 1,640 9,981 7,448 16,505

連合会支出金 460 298 240 105

歳入合計 3,378,201 3,424,796 3,465,660 3,724,160

総務費 70,795 74,872 65,999 63,475

保険給付費 2,274,791 2,321,240 2,406,458 2,274,441

後期高齢者支援金等 347,319 355,096 354,844 349,976

前期高齢者納付金等 348 347 273 233

H27決算額

歳
　
　
　
　
　
　
入

H24決算額 H25決算額 H26決算額

◎◎◎◎ 国民健康保険特別会計の決算額の推移国民健康保険特別会計の決算額の推移国民健康保険特別会計の決算額の推移国民健康保険特別会計の決算額の推移

前期高齢者納付金等 348 347 273 233

老人保健拠出金 19 17 16 16

介護納付金 156,363 154,257 150,854 126,811

共同事業拠出金 373,660 350,858 336,368 764,698

保険事業費 28,148 29,059 30,054 29,290

積立金 46 24 17 21

公債費 227 667 700 549

諸支出金 21,543 19,527 60,234 42,033

予備費 0 0 0 0

歳出合計 3,273,259 3,305,964 3,405,817 3,651,543

収支差引額(繰越額） 104,942 118,832 59,843 72,617

歳
　
　
　
　
　
　
出



単位：千円
歳入決算概要

（५ش2াঋع3া）ાୢپ

880,531

956,005 957,439 958,428

ৈೡઐહস
274,843

213,093
193,559

151,157

ുஔહાಉઐહস

683,564

734,193

766,119

712,761

H24決算額 H25決算額 H26決算額 H27決算額

বಛ੍লস

640,116

654,673

617,649
611,678

H24決算額 H25決算額 H26決算額 H27決算額

বড়೨৳૫ઘ

被保険数の減少及び低所得化により、税収は減少
を続けている。

ऊऊढたୢાの額に応じて交付される。ਛ26
ফ২がলしていた。

355,595 369,685 423,066

765,894

H24決算額 H25決算額 H26決算額 H27決算額

ુহઐહস

162,494

180,211

173,007 172,978

H24決算額 H25決算額 H26決算額 H27決算額

੍লস

880,531

H24決算額 H25決算額 H26決算額 H27決算額

151,157

H24決算額 H25決算額 H26決算額 H27決算額

４

被保険者のୢાに応じて交付される。ਛ27
ফ3াଜで২ఀૃのたीৗૠჾਊ者がいऩい。

前期高齢者（6574ع歳）の数に応じて、他被用
者保険で按分した額が交付される。

ୢાृ所得の格差のชਫृ、ୠのৰੲに応じ
た市町村の国保財政の安定化に向けた取組等に対
して交付。

ঽ৬により౮ऩるফ齢ଡਛ、ୢા準、所得
準より生じる市町村間の格差を都道府県単位で調整
する。（H27عすसてのୢાにणいて対）

４



歳出歳出歳出歳出 単位：千円

2,274,791

2,321,240

2,406,458

2,274,441

H24決算額 H25決算額 H26決算額 H27決算額

保険給付費

347,319

355,096 354,844

349,976

H24決算額 H25決算額 H26決算額 H27決算額

ৈೡ੍ରসಉ

373,660 350,858 336,368

764,698

ુ事業ುলস

28,148

29,059

30,054

29,290

保健事業費

かかढたୢ費 平成27ফかै3ফかऐてమにਾີસを導োख
たため減少

373,660 350,858 336,368

H24決算額 H25決算額 H26決算額 H27決算額

28,148

29,059

H24決算額 H25決算額 H26決算額 H27決算額

５

ঽ৬により౮なるফೡଡ成、ୢ費水準、ਚ੭
水準より生じる市町村間の格差を都道府県単位で
調整するために拠出。（H27عすसてのୢ費に
ついて対象）

特定健診、特定保健指導、人間ドック、がん検診
などにかかる費用



ؙਛ27ফ২प੮भ਼৻ऋ全थ前期高齢者（65ୃf74ୃ）पষڵ؛ফप期高齢者ୢ（75ୃf）
पষघॊऽदभؚ前期高齢者भୢાऋপ்पੜপघॊऒधऋৄऽोऽघ؛

40.2
41.5

42.9
45.2

46.8

35.0

40.0

45.0

50.0

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000

ফ২گڮ ফ২ڰڮ ফ২ڱڮ ６ফ২ڮ ফ২ڳڮ

被保者数と前期高齢者割合の推移

被保険者数 前期高齢者数 前期高齢者数割合

（％）（人

7,226 7,086 6,888 6,614

6,340

493,252 491,430 509,406
552,145 523,992

যਊञॉୢાڭ
全体 前期高齢者

単位：円

2,902 2,943 2,956 2,988 2,969

373,506 386,294 403,540 432,817 424,321
493,252 491,430 509,406

552,145 523,992

ফ২گڮ ফ২ڰڮ ফ২ڱڮ ６ফ২ڮ ফ২ڳڮ

全体 前期高齢者

６



 

保険者ৡ匣ର勧২ １１の指標
 
 
Ⅰ 保険者共通の指標（６つの指標）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．特定健診・特定保健指導の受診厾、ওタ該当者ल匨厵ණの匬厮厾
  【特定健診】
   ①第二期特定健診等実施計画期間における目標値
   ②平成 25
   ③平成 25
   ④平成 25

    ④に該当。（平成
    
  【特定保健指導】
   ①第二期特定健診等実施計画期間における目標値
   ②平成 25
   ③平成 25
   ④平成 25
      ①に該当。（平成
 
  【ওタ該当者ल匨厵ණの匬厮厾】
   ওタჾ当者及び匨厵ණが一定ங২匬厮しているか。
      匬厮厾にणいては、現状दは明卾にऔोていない。

２．特定健診以外の健診の実施や健診結果に基づく受診勧奨等の取組
  【が॒検診受診厾】
   ①胃がん、肺がん、大腸がん、子宮頸がん、乳がんの５つのがん検診の
    平受診厾が、平成
    しているか。
   ②平成 25 ফ২と发ຎし、受診厾がڭ％以上向上しているか。
      ①に該当。国
      診厾保健活動報告書により、現状は
    
  【ຓఢႈ೩検匀実施状況】
   ①ຓఢႈ೩(
      実施していない。
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１１の指標（平成ڴڮফ২かैしで卦付）

つの指標） 

特定健診・特定保健指導の受診厾、ওタ該当者ल匨厵ණの匬厮厾
【特定健診】                ※平成 26

①第二期特定健診等実施計画期間における目標値 60％を達成しているか。
25 ফ২の全ঽ匮৬上位 3 割に当たる 44.1％を達成しているか。
25 ফ২の全ঽ匮৬の上位 5 割に当たる 38.4％を達成しているか。
25 ফ২の実ౚと发ຎし、受診厾がڭ％以上向上しているか。

④に該当。（平成 25 ফ২ 29.2％、26 ফ২ 30.7

【特定保健指導】              ※平成 26
①第二期特定健診等実施計画期間における目標値 60％を達成しているか。

25 ফ২の全ঽ匮৬上位 3 割に当たる 44.2％を達成しているか。
25 ফ২の全ঽ匮৬の上位 5 割に当たる 28.1％を達成しているか。
25 ফ২の実ౚと发ຎし、受診厾が 5％以上向上しているか。
①に該当。（平成 26 ফ২ 79.5％） 

【ওタ該当者ल匨厵ණの匬厮厾】     ※平成 26
ওタჾ当者及び匨厵ණが一定ங২匬厮しているか。 

匬厮厾にणいては、現状दは明卾にऔोていない。

以外の健診の実施や健診結果に基づく受診勧奨等の取組
【が॒検診受診厾】              ※平成

①胃がん、肺がん、大腸がん、子宮頸がん、乳がんの５つのがん検診の
平受診厾が、平成 25 ফ২の全ঽ匮৬上位 5 割に当たる
しているか。 

ফ২と发ຎし、受診厾がڭ％以上向上しているか。
①に該当。国保保険者दはなく、名寄市ড়৸体を対धしञ平受

保健活動報告書により、現状は 12.6％以上 

【ຓఢႈ೩検匀実施状況】  ※平成 28 ফ২の実ౚを評価 
(病)検診を実施しているか。 

実施していない。 

（平成ڴڮফ২かैしで卦付） 

特定健診・特定保健指導の受診厾、ওタ該当者ल匨厵ණの匬厮厾 
26 ফ২の実ౚを評価 

％を達成しているか。 
％を達成しているか。 

％を達成しているか。 
ফ২の実ౚと发ຎし、受診厾がڭ％以上向上しているか。 

30.7％）  

26 ফ২の実ౚを評価 
％を達成しているか。 

％を達成しているか。 
％を達成しているか。 

％以上向上しているか。 

26 ফ২の実ౚを評価 
 

匬厮厾にणいては、現状दは明卾にऔोていない。 

以外の健診の実施や健診結果に基づく受診勧奨等の取組 
平成 26 ফ২の実ౚを評価 

①胃がん、肺がん、大腸がん、子宮頸がん、乳がんの５つのがん検診の 
割に当たる 12.6％を達成 

ফ২と发ຎし、受診厾がڭ％以上向上しているか。 
保保険者दはなく、名寄市ড়৸体を対धしञ平受 

  

 特定健診のように名寄
市国保のみの数値を出
していないため、市全
৬としての厾 



 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

３．ႇႌ୰の重ඪ化匨ଆの取組の実施状況
  【以ৣの基厜を৸てञすႇႌ୰勯Ⴒඪ重ඪ化匨ଆの取組】
   ①対象者の抽出基準が明確であること。
      データヘルス計画に基づき抽出
   ②かかりつけ医と連携した取組であること。
      連携に向け検討中
   ③保健指導を実施する場合は、専門職が取組に携わること。
      専門職（保健師）が携わっている。
   ④事業の評価を実施すること。
      データヘルス計画に基づき実施
   ⋋地域の実情に応गて厰匙匠匕勿のႇႌ病対策推進会৮等との連携（厰匙匠
    匕勿による対応策の৮厱や取組卣の共有など）をること。
         今後詳細な情報を収集
  

４．南く加入者に対してষう匨ଆ・健康づくりの取組の実施状況
  【個人へのインセンティブの提供】
   ①健康づくりの取組や成果に対しポイント等を付与し、報奨を設けるなど一般

卫ড়による取組を推進する事業を実施しているか。
      「なよろ健康マイレージ」「あるキング」
   ②その際、
    卫ড়のষ動厭卣に繋がढたかどうか検卨をおこなढているか。
      具体的にどのような検証があるのか検討
   

【個人への分りやすい情報提供の実施】
   ①特定健診等の受診者に
      詳細を照会中
   ②検査の数値の持つ意味について分かりやすく説明
      説明している。

③医務関を受診することが厧勥な場合には、確実に受診൭奨をしているか。
      勧奨を実施している。
 
※PDCA サイクル   
           

※インセンティブ   
※ICT（情報通信技術）
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ႇႌ୰の重ඪ化匨ଆの取組の実施状況    ※平成
【以ৣの基厜を৸てञすႇႌ୰勯Ⴒඪ重ඪ化匨ଆの取組】

①対象者の抽出基準が明確であること。 
データヘルス計画に基づき抽出 

②かかりつけ医と連携した取組であること。 
連携に向け検討中 

③保健指導を実施する場合は、専門職が取組に携わること。
専門職（保健師）が携わっている。 

④事業の評価を実施すること。 
データヘルス計画に基づき実施 

⋋地域の実情に応गて厰匙匠匕勿のႇႌ病対策推進会৮等との連携（厰匙匠
匕勿による対応策の৮厱や取組卣の共有など）をること。

今後詳細な情報を収集 

南く加入者に対してষう匨ଆ・健康づくりの取組の実施状況
【個人へのインセンティブの提供】        ※平成

①健康づくりの取組や成果に対しポイント等を付与し、報奨を設けるなど一般
卫ড়による取組を推進する事業を実施しているか。 

なよろ健康マイレージ」「あるキング」 
②その際、PDCA サイクルによりৄ直しがでऌるよう、

卫ড়のষ動厭卣に繋がढたかどうか検卨をおこなढているか。
具体的にどのような検証があるのか検討 

【個人への分りやすい情報提供の実施】     ※平成
①特定健診等の受診者に ICT などを活用して健診結果を提供しているか。

詳細を照会中 
②検査の数値の持つ意味について分かりやすく説明 

説明している。 
③医務関を受診することが厧勥な場合には、確実に受診൭奨をしているか。

勧奨を実施している。 

   計画（Plan）・実ষ（Do）・評価（Check）・改善（
           一連の業勲をষう上で計画をয়てて実ষし、結果を評価後改善して卙の

へと繋げていく 
   意ඟ向上や目標達成のためのඵౕ策 

（情報通信技術）情報や通信に関連する科学技術の総称 

平成 28 ফ২の実ౚを評価 
【以ৣの基厜を৸てञすႇႌ୰勯Ⴒඪ重ඪ化匨ଆの取組】                       

③保健指導を実施する場合は、専門職が取組に携わること。 

⋋地域の実情に応गて厰匙匠匕勿のႇႌ病対策推進会৮等との連携（厰匙匠 
匕勿による対応策の৮厱や取組卣の共有など）をること。 

南く加入者に対してষう匨ଆ・健康づくりの取組の実施状況    
平成 28 ফ২の実ౚを評価 

①健康づくりの取組や成果に対しポイント等を付与し、報奨を設けるなど一般 
 

サイクルによりৄ直しがでऌるよう、インセンティブが一般 
卫ড়のষ動厭卣に繋がढたかどうか検卨をおこなढているか。 

平成 28 ফ২の実ౚを評価 
などを活用して健診結果を提供しているか。 

③医務関を受診することが厧勥な場合には、確実に受診൭奨をしているか。 

）・改善（Action） 
一連の業勲をষう上で計画をয়てて実ষし、結果を評価後改善して卙のステップ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．加入者の適正受診・適正服薬を促す取組の実施状況

  【重複服薬者に対する取組】
    इय「一াに
    ている」ような場合、対象者の抽出をষい、その者に୦ैかのアプটーॳ
      取組をষっている。
  

６．後発医薬品の使用促進に関する取組の実施状況

  【後発医薬品促進の取組】
   ①後発医薬品の使用割合及び後発医薬品の薬剤費額を把握しているか。
      国保総合システムにより把握
   ②後発医薬品の使用状況について、勯ফೡ厌等にథ৲し、把握した上で
    事業目標をたてる。
      勯ফೡ厌等は、国保総合システムにより把握し、হ৯標をञてる。
   ③୷額通半の事業を実施し、通半後で後発医薬品への卲り౹इがষわोて
    いるか確認。
      ୷厀通半書のহは実施済。卾卉ुষう。
 

【後発医薬品の使用割合】
   ①平成 26 ফ২の全ঽ匮৬上位
   ②平成 26 ফ২の全ঽ匮৬上位گ割に当たる
   ③平成 26 ফ২の実ౚと发ຎし、使用割合が
      該当なし
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加入者の適正受診・適正服薬を促す取組の実施状況 
    ※平成 28

【重複服薬者に対する取組】                       
इय「一াに 2 以上の医務関より、一の薬の薬剤の匐与を受け
ている」ような場合、対象者の抽出をষい、その者に୦ैかのアプটーॳ

取組をষっている。 

後発医薬品の使用促進に関する取組の実施状況 
     ※平成

【後発医薬品促進の取組】 
後発医薬品の使用割合及び後発医薬品の薬剤費額を把握しているか。

国保総合システムにより把握 
後発医薬品の使用状況について、勯ফೡ厌等にథ৲し、把握した上で
事業目標をたてる。 

勯ফೡ厌等は、国保総合システムにより把握し、হ৯標をञてる。
③୷額通半の事業を実施し、通半後で後発医薬品への卲り౹इがষわोて

いるか確認。 
୷厀通半書のহは実施済。卾卉ुষう。 

【後発医薬品の使用割合】           ※平成 27
ফ২の全ঽ匮৬上位 1 割に当たる 66.2％を達成しているか。
ফ২の全ঽ匮৬上位گ割に当たる 61.0％を達成しているか。
ফ২の実ౚと发ຎし、使用割合が 10％以上向上しているか。

該当なし 

 
28 ফ২の実ౚを評価 

                        
以上の医務関より、一の薬の薬剤の匐与を受け 

ている」ような場合、対象者の抽出をষい、その者に୦ैかのアプটーॳ 

平成 28 ফ২の実ౚを評価 

後発医薬品の使用割合及び後発医薬品の薬剤費額を把握しているか。 

後発医薬品の使用状況について、勯ফೡ厌等にథ৲し、把握した上で 

勯ফೡ厌等は、国保総合システムにより把握し、হ৯標をञてる。 
③୷額通半の事業を実施し、通半後で後発医薬品への卲り౹इがষわोて 

27 ফ২の実ౚを評価 
％を達成しているか。 
％を達成しているか。 

％以上向上しているか。 



 

 
 
Ⅱ 国保固有の指標（５つの指標）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．収ವ厾向上に関する取組の実施状況

  【保険卮の収ವ厾】 
    勶ফ২分厓ವ厾が市匾厶ெ厌の平成

当たる厓ವ厾を達成しているか。
    被保険者数 1 万人未満
      達成している。
 

２．医厔の分ෲ                  
  【データヘルス計画の策定状況】
   データヘルス計画を策定しているか。
      策定済 
 

３．給付の適正化等     
  【医厔通半の取組の実施状況】
    医費通半について、一定の基準を満たす取組を実施しているか。
    ※数、医務関名の勖単、ฑ匠ତ୮ു費の対応等
       実施している。
 

４．地域包括ケアの推進（厪୧医・ஂ厽の連携等）
  【地域包括ケア推進の取組
   ・地域包括ケアの構築に向けたଂ叅友な৮厱の場に国保ଂの厴画やデータを活用

した被保険者に対する保健活動・保健事業の実施状況について、関係者との情報共有の
しくみを構築 

   ・国保被保険者をஅिৈೡ者などの卫ড়勢৬の地域活動の国保ଂとして匣ରの実施
   ・国保直診施設を拠点とした地域包括ケアの推進に向けた取組
   ・後期ৈೡ者医勧২と連携した保健事業の実施

 今後検討 
 

５．第三者求償                   
     【第三者求償の取組状況
      ①第勫者ষನの卧いのあるঞセプトを抽出し、確認单業をষढているか。
      ②一般社団法人「日本損害保険協会」と覚書を締結し、連携した対応を実施しているか。
         実施している。 
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つの指標） 

収ವ厾向上に関する取組の実施状況 
     ※平成 27 ফ২の実ౚを評価

勶ফ২分厓ವ厾が市匾厶ெ厌の平成 26 ফ২の全ঽ匮৬上位
当たる厓ವ厾を達成しているか。 

万人未満  上位 3 割 96.52％、5 割 95.19
達成している。名寄市 97.76％ 

                  ※平成 28
【データヘルス計画の策定状況】 

データヘルス計画を策定しているか。 

                 ※平成 28 ফ২の実施状況
【医厔通半の取組の実施状況】 

医費通半について、一定の基準を満たす取組を実施しているか。
※数、医務関名の勖単、ฑ匠ତ୮ു費の対応等 

実施している。 

地域包括ケアの推進（厪୧医・ஂ厽の連携等）  ※平成 28
【地域包括ケア推進の取組】 

・地域包括ケアの構築に向けたଂ叅友な৮厱の場に国保ଂの厴画やデータを活用
した被保険者に対する保健活動・保健事業の実施状況について、関係者との情報共有の

・国保被保険者をஅिৈೡ者などの卫ড়勢৬の地域活動の国保ଂとして匣ରの実施
・国保直診施設を拠点とした地域包括ケアの推進に向けた取組 
・後期ৈೡ者医勧২と連携した保健事業の実施 

                   ※平成 28
【第三者求償の取組状況】 
①第勫者ষನの卧いのあるঞセプトを抽出し、確認单業をষढているか。
②一般社団法人「日本損害保険協会」と覚書を締結し、連携した対応を実施しているか。

 

ফ২の実ౚを評価 

ফ২の全ঽ匮৬上位 3 割又は上位５割に 

95.19％ 

28 ফ২の実施状況を評価 

ফ২の実施状況を評価 

医費通半について、一定の基準を満たす取組を実施しているか。 

28 ফ২の実施状況を評価 

・地域包括ケアの構築に向けたଂ叅友な৮厱の場に国保ଂの厴画やデータを活用 
した被保険者に対する保健活動・保健事業の実施状況について、関係者との情報共有の 

・国保被保険者をஅिৈೡ者などの卫ড়勢৬の地域活動の国保ଂとして匣ରの実施 

28 ফ২の実施状況を評価 

①第勫者ষನの卧いのあるঞセプトを抽出し、確認单業をষढているか。 
②一般社団法人「日本損害保険協会」と覚書を締結し、連携した対応を実施しているか。 


